
薬の種類を知る
薬には大きく分けて、「医療用医薬品」と「市販薬（いわゆるOTC医薬品）」の2種類があります。医療用医薬品は医療機関で医師・歯科医師がその人の病
気、症状、体質、年齢などを考えて処方する薬です。薬局で処方箋により受け取ることができます。薬はその人だけの薬なので、症状が似ているからといっ
て、絶対に他の人にあげないでください。市販薬は薬剤師等による情報提供を踏まえて、症状にあわせて薬局等で購入できる市販の薬です。

医療用医薬品からOTC医薬品に変更となってからの期間が比較的短いものや、劇薬が該当します。そのため、使用の際は特に
注意が必要で、薬剤師の説明を受けなければ購入できません。

薬は正しく使いましょう

振 り 返 り コ ー ナ ー ～分からない方は前月号のココカラ通信をぜひ読み直してみてください～

ハイリスクアプローチとは、より高い健康障害リスクを抱える集団へ向けた指導である第１問
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ポピュレーションアプローチでは、境界域の集団が対象となる第2問
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答えは裏面を
ご覧ください

OTC医薬品は
2種類

●要指導医薬品

リスクに応じて、第1類～第3類に分類されます。購入や、薬に関して相談するときには薬剤師や登録販売者が対応します。
●一般用医薬品

薬は、正しく使うことが重要です。薬を飲む前に、薬の正しい使い方を知っておきましょう。

薬の説明文書をよく読む
薬には必ず説明文書がついています。説明文書には、正しい使い方、効き目などの他、使用上の注意や副作用に関することが書かれています。必ずよく読んで
から使用する習慣を身につけましょう。また、説明文書は保存し、必要なときにすぐ読めるようにしておきましょう。

薬の飲み方に注意

薬は正しく保管

薬はそれぞれ決められたタイミングに飲まないと効果がなかったり、副作用が生じたりします。必ず決められたタイミングで飲みましょう。

薬は指示量より多く飲むことによって、副作用や中毒が現れることもあります。また、症状が治まったからといって使用をやめると、病気が再発することや完治
しないことがあるので、自分で判断せず医師・薬剤師などの専門家に相談しましょう。

薬を飲むタイミングを守りましょう 

●食　前 : 胃の中に食べ物が入っていないとき(食事の1時間～30分前)
●食　後 : 胃の中に食べ物が入っているとき(食事の後30分以内)
●食　間 : 食事と食事の間(食事の2時間後が目安)

●就寝前 : 就寝する 30 分くらい前
●屯　服 : 発作時や症状がひどいとき

ポイント1

湿気、日光、高温を避けて保管ポイント1

薬を飲む量や期間を守りましょうポイント2

複数の薬を使用している場合、飲み合わせが悪いと薬が効きすぎてしまったり、反対に薬の効果が十分に得られなかったりすることがあります。食品やサプリ
メントの中にも、薬との飲み合わせが悪いものがあります。必ず医師や薬剤師などの専門家に、今使っている薬やサプリメントなどを伝えましょう。

薬は湿気や光、熱によって影響を受けやすいため、直射日光が当たらず、高温にならない場所で保管しましょう。冷蔵庫で保管するように指示された薬は、凍ら
せないように注意しましょう。また、OTC医薬品については、有効期限を過ぎた古い薬は未開封でも捨てましょう。医療用医薬品について、飲み残しがある場合
には薬局に相談しましょう。その他、誤って使用しないよう、食品、 農薬、殺虫剤などと一緒に保管したり、他の容器に入れ替えて保管しないようにしましょう。

子どもの手の届かないところに保管ポイント2
誤飲を防ぐために、薬は子どもの手が届きにくいところに置きましょう。飲んだ後の戻し忘れにも気をつけましょう。

誤飲してしまったらポイント3
万が一、子どもが薬を誤飲した場合には、子どもの状態や薬の名称、飲んだ量を確認した上で、直ちに専門の相談機関に連絡し、必要に応じて医療機関を受診してください。

お薬手帳を活用
「お薬手帳」は、すべての薬を記録するための手帳です。医師や薬剤師などがお薬手帳からすべての薬を把握できるよう、お薬手帳はひとつ
にまとめて、継続して記録するようにしましょう。薬局では、薬剤師が手帳を見て、副作用や飲み合わせ、薬の量が適切かどうかなどをチェッ
クします。なお、薬の種類によっては飲み忘れたときの対応が異なる場合があるので、薬を受け取るときに必ず医師・薬剤師などの専門家に
相談しましょう。スマートフォンなどで利用できる電子版お薬手帳もありますので、使いやすいものを選んで活用しましょう。

薬の飲み合わせに気をつけるポイント3

☆食前、食後、食間、就寝前、屯服、の違い☆ ～すべて 「薬を飲むタイミング」 を表す言葉です～

※食事の途中に飲むことではありません（「食間」×・・・食事中、◯・・・食事と食事の間）

☆一緒に飲むことを避けた方がよい組み合わせの例☆
●ワルファリン(血を固まりにくくする薬)・・・納豆、クロレラ食品  ●カルシウム拮抗薬(高血圧の薬)・・・グレープフルーツジュース など
●眠気防止薬・・・コーヒー、いわゆるエナジードリンクなどのカフェインを含む飲料

前月号では、ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチについての話題をとりあげました。

※参考:厚生労働省(日本薬剤師会) ホームページ
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